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技術部門    

専門とする事項   

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき 1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ｒ  Ⅰ－１ 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 
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「 I n d e x① 複 合 災 害 × G I」 ③  

水：現状（背景） 

緑：現状に対する問題点 

橙：理想 

紫：条件や解答の目的 

赤：題意（前提条件） 



技術士第二次試験 模擬答案用紙 

 

 

○解答欄の記入は，1 マスにつき 1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 

１ ． 多 面 的 な 課 題 と そ の 観 点  

（ １ ） 複 合 災 害 を 見 据 え た 対 策  

 自 然 が 有 す る 機 能 は 、 社 会 に お け る 様 々 な 課 題 解 決

に 活 用 で き る ポ テ ン シ ャ ル を 持 っ て い る 。 グ リ ー ン イ

ン フ ラ （ 以 下 、 G I ） は 雨 水 浸 透 や 土 砂 流 出 防 止 な ど 、

自 然 の 機 能 を 活 用 し た 災 害 対 策 と し て 注 目 さ れ て い る

① が 、 複 合 災 害 （ 地 震 ＋ 風 水 害 等 ） に 対 応 で き る 技 術

は 十 分 に 確 立 さ れ て い な い ② 。 よ っ て 、 技 術 面 の 観 点

か ら 複 合 災 害 を 見 据 え た 対 策 ③ が 課 題 で あ る 。  

 

（ ２ ） 地 域 特 性 を 踏 ま え た 防 災 計 画  

 地 域 ご と に 地 形 ・ 気 候 ・ 人 口 分 布 ・ 複 合 災 害 リ ス ク

が 異 な る 。 地 域 特 性 を 反 映 し た 防 災 計 画 や G I の ゾ ー

ニ ン グ が 不 十 分 で 、 ハ ザ ー ド マ ッ プ や 3 D 都 市 モ デ ル

等 の 活 用 も 限 定 的 な た め 、 画 一 的 な 災 害 対 策 で は 十 分

な 効 果 が 得 ら れ な い ④ 。 地 域 特 性 を 分 析 し 、 複 合 災 害

リ ス ク に 応 じ た 柔 軟 な 計 画 策 定 ⑤ と 優 先 順 位 付 け が 必

要 ⑥ で あ る 。 よ っ て 、 場 所 性 の 観 点 ⑦ か ら 、 地 域 特

① これも現状ですね。最初の文かこの文かどちらかで良いでしょう。 

② 複合災害に対応できる技術とは一体何なのでしょうか。あまりに抽象的です。これでは、何が確立

されていないのかさっぱり分かりません。しかも、これが解答として許容されるなら、複合災害に

対応できる人材、複合災害に対応できる制度・・・と何でもありです。 

③ 複合災害対策を推進するための課題を聞かれているのに、複合災害を見据えた対策では答えになっ

ていません。対策も何だか変わりませんし、なぜ技術の観点なのかも分かりません。さらに、GI

はどこへ行ってしまったのでしょうか。見直しましょう。 
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性 を 踏 ま え た 防 災 計 画 が 課 題 ⑧ で あ る 。  

 

（ ３ ） G I ス キ ル 人 材 の 体 系 的 な 育 成  

 G I は 防 災 ・ 減 災 だ け で な く 、 環 境 保 全 、 地 域 活 性

化 な ど 多 面 的 な 機 能 を 持 つ 。 そ の た め 、 G I を 活 用 し

た 複 合 災 害 対 策 は 土 木 、 環 境 、 生 態 系 、 都 市 計 画 と い

っ た 幅 広 い 分 野 の ス キ ル を 持 つ 人 材 が 必 要 で あ る ⑨ 。

し か し 、 こ れ ら の ス キ ル を 有 す る 人 材 は 十 分 と は 言 え

な い 。 こ の た め 、 大 学 、 企 業 、 行 政 が 連 携 ⑩ し て 、 人

材 育 成 を 強 化 す る 必 要 が あ る 。 よ っ て 、 教 育 面 の 観 点

か ら 、 G I ス キ ル 人 材 の 体 系 的 な 育 成 が 課 題 ⑪ で あ る 。  

④ 計画が不十分との表現に違和感があります。また、GI のゾーニングにおいては、その行動すらよ

く分かりません。さらに、3D 都市モデル等の活用も限定的とありますが、何に活用するのでしょ

うか。加えて、「・・・のため」と言っているのに、そのすぐ後にまた理由となる「画一的な災害

対策では」とあり、構文もおかしいですし何が理由で効果が得られないのかも分かりません。しか

も、何の効果なのかすら分かりません。 

⑤ 何の計画ですか。 

⑥ 優先順位の必要性は、前述の内容からは読み取れず唐突感があります。 

⑦ どのような立場・見方なのか理解できません。 

⑧ GIもなければ複合災害対策にもなっていません。見直しましょう。 
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２ ． 最 も 重 要 な 課 題 と 解 決 策  

 デ ジ タ ル 技 術 は 早 急 な 対 応 が で き ⑫ 、 公 衆 の 安 全 確

保 に 直 結 す る 課 題 で あ る た め 、 「 複 合 災 害 を 見 据 え た

技 術 の 開 発 ⑬ 」 を 最 も 重 要 な 課 題 に 選 定 し 、 解 決 策 を

示 す 。  

 

（ １ ） 複 合 災 害 予 測 技 術 の 高 度 化 と リ ス ク 評 価  

 複 合 災 害 が 引 き 起 こ す 被 害 メ カ ニ ズ ム を 再 現 し 、 G I

に よ る 緩 和 効 果 を 定 量 的 に 評 価 す る た め 、 地 震 後 の 地

盤 変 化 や 河 川 へ の 降 雨 の 影 響 を 予 測 し 、 詳 細 に 再 現 ・

分 析 す る ⑭ 。 具 体 的 に は 、 地 震 に よ る 盛 土 の 変 状 や 護

岸 の 亀 裂 が 、 そ の 後 の 豪 雨 に よ る 洪 水 氾 濫 に 与 え る 影

響 を シ ミ ュ レ ー シ ョ ン す る ⑮ 。 そ の 結 果 を 3 D 都 市 モ

デ ル 上 で 可 視 化 し 、 G I （ 雨 水 貯 留 機 能 を 持 つ 公 園 ） の

配 置 や 設 計 仕 様 （ 耐 震 性 強 化 ） の 最 適 化 に 活 用 す る ⑯ 。

こ れ に よ り 、 科 学 的 根 拠 に 基 づ い た リ ス ク 評 価 が 可 能

⑫ デジタル技術の話は一つも記述されていません。 

⑬ 記述された課題と異なっています。 

⑨ 題意は、グリーンインフラの推進ではなく、グリーンインフラを活用した複合対策です。自然が多

面的な機能を持っているからと言って、複合災害対策に必ず求められるスキルと言えるのか疑義が

あります。 

⑩ なぜこれらの組織が連携する必要があるのでしょうか。 

⑪ わかりづらいです。GI スキル人材とは何ですか。体系的な育成もどのような育成なのかもよく分

かりません。また、これまでと同様、複合災害に関する視点が欠如しています。 
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と な り ⑰ G I の 防 災 機 能 を 最 大 限 に 引 き 出 す 対 策 を 実

施 す る 。  

 

（ ２ ） 複 合 災 害 型 の モ ニ タ リ ン グ ・ 対 応 計 画 策 定  

 災 害 時 の 現 場 状 況 を 迅 速 に 把 握 す る た め 、 I o T セ ン

サ ー や ド ロ ー ン 、 A I を 活 用 す る 。 例 え ば 、 各 G I に 事

前 に 設 置 し た ⑱ I o T セ ン サ ー で 緑 地 ・ 構 造 物 双 方 の 状

態 を リ ア ル タ イ ム で 監 視 す る ⑲ 。 ド ロ ー ン に よ る 迅 速

な 現 場 写 真 の 撮 影 や A I で 災 害 発 生 時 の 被 災 予 測 や 機

能 低 下 を 即 時 把 握 し ⑳ 、 迅 速 な 補 修 ・ 対 応 計 画 を 策 定

す る 。 こ れ に よ り 、 災 害 直 後 の 二 次 被 害 防 止 や 、 長 期

的 な 機 能 維 持 に 寄 与 す る 。 ㉑  

⑭ 「・・・し、・・・ため、・・・し・・・する」との構文は非常に読みづらいです。目的と手段を

整理整頓しましょう。効果を評価するために、メカニズムを再現したいのか、影響を予測したいの

か明確にしましょう。効果を把握するのであれば、後者ですかね。 

⑮ これは、複合災害のシミュレーションであって、GI の効果を評価するためのシミュレーションに

なっていないと思います。 

⑯ これも GI の効果を評価しているのではなく、GI の最適配置の検討になっています。また、なぜ可

視化するのかもよく分かりません。 

⑰ GI による緩和効果を定量的に評価するためと説明していたにもかかわらず、最後はリスク評価に

変わってしまっています。論点がブレており、不整合です。 
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（ ３ ） ハ イ ブ リ ッ ド 構 造 の 技 術 開 発 と 標 準 化  

 複 合 災 害 へ の 対 策 機 能 を 強 化 す る た め ㉒ 、 G I と グ

レ ー イ ン フ ラ を 組 合 せ た ハ イ ブ リ ッ ド 構 造 ㉓ の 開 発 を

推 進 す る 。 例 え ば 、 防 潮 堤 の 前 面 や 天 端 に 植 栽 帯 を 設

け る こ と で 、 津 波 や 高 波 の エ ネ ル ギ ー を 減 衰 さ せ 、 堤

防 の 粘 り 強 さ を 向 上 さ せ る 。 津 波 が 堤 防 を 越 え た 場 合

で も 、 植 栽 が 法 面 を 覆 う こ と で 侵 食 を 抑 え 、 避 難 時 間

の 確 保 や 減 災 効 果 が 期 待 で き る 。 複 合 災 害 時 に も 構 造

物 の 安 全 性 と G I の 機 能 を 両 立 し た 構 造 を 開 発 ・ 標 準

化 す る ㉔ 。  

⑱ グリーンインフラは、自然環境が有する機能を社会における様々な課題解決に活用しようとする考

え方です。よって、この表現は違和感があります。 

⑲ GI が何なのか分からないので、双方の状態を監視できるのかも分かりません。しかも、災害時の

現場状況（←これ自体も現場がどこなのか、何を把握したいのかも分かりません）を確認したいの

ですよね。なぜ、緑地や構造物の状況を監視するのでしょうか。 

⑳ まず、構文がおかしいです。→「ドローンによる迅速な現場撮影に加え、AI を活用した被災状況

やインフラ機能低下の即時把握により」 

この修正を加えても、現場が何か分からないので何を撮影するのかが不明です。また、AI をどの

ように活用するのかを書かないと、インフラ機能低下の即時把握ができるのかも判然としません。 

㉑ ㉑が原因なのですが、GIに関する視点が不十分であるように感じます。 
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３ ． 新 た に 生 じ う る リ ス ク と 対 応 策  

 上 記 の 対 策 は デ ジ タ ル 技 術 と デ ー タ 基 盤 に 大 き く 依

存 す る 。 そ の た め 、 複 合 災 害 に よ る 広 域 ・ 長 時 間 の 停

電 、 通 信 網 の 途 絶 、 ハ ー ド ウ ェ ア の 物 理 的 損 壊 に よ り 、

防 災 D X シ ス テ ム 全 体 が 機 能 不 全 に 陥 る リ ス ク が あ る 。

対 策 は 、 地 上 通 信 網 に 加 え 、 災 害 に 強 い 衛 星 通 信 網 の

確 保 、 デ ー タ は ク ラ ウ ド 上 に 分 散 保 管 し 、 物 理 的 な 被

災 リ ス ク に 備 え る 。 職 員 に よ る ㉕ 目 視 確 認 や 防 災 行 政

無 線 、 衛 星 電 話 等 の ア ナ ロ グ な 手 段 を 組 み 合 わ せ た 事

業 継 続 計 画 （ B C P ） を 策 定 し 定 期 的 な 訓 練 を 実 施 す る 。

㉖  

 

㉕ 職員とは誰でしょうか。対象を限定しなくても良いと思います。 

㉖ このパラグラフは、とても論理的で分かりやすいです。 

㉒ この目的では題意そのものになってしまい、当然と言えます。もっと踏み込んだ目的とすることが

望まれます。 

㉓ ハイブリッド構造だけでは分かりづらいです。もっと機能面の組み合わせを書くべきです。→「自

然の緩衝機能を有する GI と構造的強度を担保するグレーインフラを一体的に整備するハイブリッ

ド型構造」 

㉔ ここでいう GI 機能とは何ですか。環境保全とかのことですかね。とにかく分かりづらく、何が言

いたいのか分かりません。さらに、通常の単発的災害であれば、その効果は理解できますが、なぜ

複合災害時にも安全となるのでしょうか。もっと、複合災害時に対応可能となる理由を書きましょ

う。「多様な災害要因に同時対応できる」、「被害の連鎖的拡大を抑制する粘り強さを付与でき

る」といった理由を書かないと、ただの主観にすぎません。 
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４ ． 業 務 遂 行 上 必 要 と な る 要 点 ・ 留 意 点  

 業 務 に あ た っ て は 、 常 に 社 会 全 体 に お け る 公 益 を 確

保 す る 観 点 と 、 安 全 ・ 安 心 な 社 会 資 本 ス ト ッ ク を 構 築

し て 維 持 し 続 け る 観 点 を 持 つ 必 要 が あ る 。 業 務 の 各 段

階 で 常 に こ れ ら を 意 識 す る よ う 留 意 す る 。  － 以 上 －  


